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介
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手
錢
家
蔵
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瑠
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刻
と
紹
介
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摘　
　

要

手
錢
家
が
所
蔵
す
る
、
天
神
に
作
者
を
仮
託
し
た
百
首
歌
『
瑠
璃
壺
百
首
』
を
翻
刻
、
紹
介
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
菅
原
道
真
、
天
神
、
天
神
仮
託
歌
集
、
百
首
歌
、
手
錢
記
念
館

一
．
作
者
を
「
天
神
」
と
す
る
歌
集

　

出
雲
市
大
社
町
の
手
錢
家
が
所
蔵
す
る
『
瑠
璃
壺
百
首
』
は
、
天
神
（
菅
原
道

真
）
を
作
者
と
す
る
百
首
形
式
の
作
品
（
百
首
歌
）
の
一
種
で
あ
る
。

　

平
安
中
期
の
官
人
で
漢
詩
人
と
し
て
も
著
名
な
菅
原
道
真
（
八
四
五
〜

九
〇
三
）
は
、『
古
今
和
歌
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
入
集
す
る
歌
人
で
も
あ
っ
た
。

だ
が
、
家
集
は
現
存
せ
ず
、「
筑
紫
に
て
…
折
々
の
歌
書
き
お
か
せ
た
ま
へ
り
け

る
を
、
お
の
づ
か
ら
世
に
散
り
聞
え
し
な
り
」（『
大
鏡
』
時
平
伝
）
や
「
道
真
公

所
レ
詠
歌
集
曰
二
菅
家
御
集
一
。
有
二
一
巻
一
」（『
菅
家
御
伝
記
』）
な
ど
の
記
述
（
注

1
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
が
う
か
が
い
知
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
（
注
2
）。
藤

原
定
家
（
一
一
六
二
〜
一
二
四
一
）
自
筆
の
『
集
目
録
』
に
は
「
菅
家
」
と
い
う

家
集
が
見
え
、
鎌
倉
期
に
道
真
の
家
集
が
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
そ
の
実
態

も
不
明
で
あ
る
（
注
3
）。

　

一
方
で
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
道
真
と
は
全
く
別
人
の
詠
作
を
収
載
し

な
が
ら
、
作
者
を
道
真
に
仮
託
す
る
家
集
や
百
首
が
流
布
し
た
。
こ
れ
ら
の
家

集
・
百
首
は
、
道
真
の
勅
撰
集
入
集
歌
を
含
み
つ
つ
も
、
後
代
の
他
人
詠
を
数
多

く
含
む
上
、
詠
者
を
神
格
化
し
た
道
真
、
す
な
わ
ち
天
神
に
仮
託
し
て
い
る
た
め
、

「
天
神
仮
託
歌
集
（
注
4
）」（
以
下
、「
仮
託
歌
集
」
と
略
称
す
る
）
と
呼
ば
れ
る
。

　
「
仮
託
歌
集
」
の
伝
本
は
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
上
、
複
数
の
歌
集
が
合
写
さ
れ

て
一
書
を
成
し
て
い
た
り
、
同
じ
書
名
で
あ
っ
て
も
所
収
歌
が
全
く
異
な
る
場
合

も
あ
る
。「
仮
託
歌
集
」
は
天
神
の
詠
歌
の
集
成
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
特
定

の
神
の
詠
歌
を
収
集
し
、
か
つ
多
種
多
様
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
歌
集
が
生
み
出

さ
れ
る
の
は
天
神
を
お
い
て
他
に
は
な
い
。

二
五

山
陰
研
究
（
第
十
三
号
）
二
〇
二
〇
年
十
二
月
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天
神
信
仰
に
関
わ
る
研
究
は
、
文
学
研
究
の
範
疇
に
と
ど
ま
ら
ず
、
宗
教
・

思
想
・
歴
史
・
民
俗
学
等
の
諸
分
野
に
跨
が
る
広
範
な
成
果
と
蓄
積
（
注
5
）
が

あ
る
が
、「
仮
託
歌
集
」
の
研
究
は
そ
れ
ら
に
比
し
て
多
く
は
な
い
。
一
九
六
二

年
刊
行
の
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
明
治
書
院
）
に
「
仮
託
歌
集
」
の
う
ち
の
数

点
が
立
項
さ
れ
、
自
身
で
も
仮
託
歌
集
を
収
集
し
た
（
注
6
）
山
岸
徳
平
氏
の
解

説
に
よ
っ
て
基
礎
的
な
情
報
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、「
仮
託
歌
集
」
研

究
の
画
期
は
、
武
井
和
人
氏
（
注
7
）
に
よ
っ
て
「
仮
託
歌
集
」
の
系
統
分
類
が

示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
定
家
自
筆
『
集
目
録
』
所
載
の
「
菅
家
」
を
出
発
点

に
、
存
在
し
た
は
ず
の
「
道
真
家
集
」
を
追
究
し
た
武
井
は
、
伝
存
す
る
「
仮
託

歌
集
」
を
網
羅
的
に
調
査
し
「
仮
託
歌
集
」
の
全
体
像
を
初
め
て
示
し
た
。
そ
の

後
、
小
峯
和
明
氏
を
中
心
と
し
た
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
法
華
経
の
注
釈
に
天
神
の

詠
歌
を
付
し
た
『
妙
法
天
神
経
解
釈
』
の
注
釈
と
研
究
（
注
8
）
を
進
め
、
そ
の

過
程
で
新
た
な
伝
本
も
含
め
て
「
仮
託
歌
集
」
を
再
調
査
し
修
正
し
た
系
統
分
類

を
示
し
た
（
以
下
、
こ
の
注
釈
を
『
全
注
釈
』
と
呼
ぶ
）。

　
「
仮
託
歌
集
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
不
明
な
点
が
多
い
。
奥
書
・

識
語
類
か
ら
武
井
氏
は
室
町
末
期
を
成
立
下
限
と
し
、
一
六
五
〇
年
頃
を
境
に
急

速
に
流
布
し
た
と
指
摘
す
る
。『
全
注
釈
』
解
説
（
注
9
）
で
は
、
室
町
末
期
頃
か

ら
続
々
と
生
み
出
さ
れ
て
い
く
、
と
す
る
。
武
井
氏
は
「
仮
託
歌
集
」
を
「
和
歌

史
の
表
舞
台
に
出
る
」
作
品
で
は
な
い
と
断
り
つ
つ
も
、「
中
世
和
歌
史
を
叙
述

す
る
上
で
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
資
料
」
と
位
置
づ
け
、「
よ
り
一
層
の
伝
本
の
博

捜
と
、
完
璧
な
校
本
の
作
成
、
出
典
の
網
羅
的
な
調
査
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
総
合

的
な
考
察
」
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
以
後
、『
全
注
釈
』
を
始
め
、
新
た
な
伝
本

の
紹
介
や
「
仮
託
歌
集
」
の
内
容
や
享
受
に
関
わ
る
研
究
（
注
10
）
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
今
回
新
た
に
天
神
仮
託
百
首
の
一
本
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
こ
こ
に
紹

介
し
、
今
後
の
研
究
の
一
助
と
し
た
い
。

二
．
手
錢
家
蔵
『
瑠
璃
壺
百
首
』

　

手
錢
家
所
蔵
の
『
瑠
璃
壺
百
首
』
は
、
袋
綴
の
写
本
一
冊
で
、
貝
原
篤
信
の
教

訓
書
『
楽
訓
』（
中
巻
の
み
）
と
合
写
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
い
書
誌
は
次
項
に
記

す
が
、
見
返
し
や
、『
瑠
璃
壺
百
首
』
の
後
に
和
歌
や
狂
歌
等
が
書
き
入
れ
ら
れ

て
い
る
。『
瑠
璃
壺
百
首
』、『
楽
訓
』、
こ
れ
ら
の
書
き
入
れ
は
全
て
同
一
の
手
と

思
し
い
。
奥
書
・
識
語
等
は
な
い
が
、
書
写
年
代
は
江
戸
末
期
で
あ
ろ
う
。

　

手
錢
家
『
瑠
璃
壺
百
首
』
の
所
収
歌
数
は
九
十
九
首
、
巻
頭
歌
は
「
月
だ
に
も

も
ら
ぬ
深
山
の
下
柴
に
い
つ
ふ
る
雪
の
ま
だ
残
る
ら
ん
」。
本
文
系
統
は
、
武
井

氏
の
分
類
に
よ
れ
ば
丙
系
統
、『
全
注
釈
』
分
類
で
は
ｄ
系
統
に
該
当
す
る
。

　

丙
系
統
（
ｄ
系
統
）
の
百
首
は
、
尊
経
閣
文
庫
本
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

蔵
旧
高
松
宮
家
本
、
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
本
等
、
現
在
二
十
二

本
ほ
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
じ
系
統
で
あ
っ
て
も
、
外
題
・
内

題
等
は
様
々
で
、
歌
順
等
も
大
幅
に
異
な
る
場
合
が
多
い
。
以
下
、
参
考
と
し

て
武
井
氏
が
翻
刻
紹
介
し
た
同
系
統
の
百
首
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
「
菅
家
御
詠
」

（
一
三
・
一
八
））
と
の
歌
順
を
対
照
さ
せ
た
表
を
次
頁
に
掲
げ
る
。
尊
経
閣
文
庫

本
に
見
ら
れ
な
い
歌
に
つ
い
て
は
、
同
氏
に
よ
る
〔
同
じ
系
統
に
属
す
る
諸
本
に

よ
る
補
遺
〕
で
付
さ
れ
た
記
号
を
掲
げ
た
。

二
六

手
錢
家
蔵
『
瑠
璃
壺
百
首
』
翻
刻
と
紹
介
（
野
本
瑠
美
）
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〔
表
〕

手錢家本
歌順 初句（二句） 尊経閣本

歌順
1 月だにも 1
2 ふりそはば 2
3 霞つも 3
4 いにしへの 4
5 佐保姫の 5
6 咲そへば 72
7 宵の間に 73
8 ちる花を 84
9 散ままに 6
10 朝ぼらけ（沖漕ぐふねは） 85
11 ひたすらに 86
12 花をうし 87
13 かたりてや 7
14 春もはや 8
15 吹よはる（風をうづみて） 9
16 誰かたを 69
17 たかせ山 53
18 ふけばこく 70
19 明わたる 71
20 さそわれて 58
21 すててこし 59
22 吹よはる（風よりはるる） 60
23 人のもつ 61
24 影ふかき（月を山路に） 62
25 朝ぼらけ（濱名の橋は） 52
26 かげふかき（夕日の余波） 54
27 しら波の 55
28 ともすれば 56
29 旅衣 57
30 ながらふる 41
31 むらさきの 42
32 うき事や 49
33 うき世をば 43
34 松風の（聲をばいかで） 50
35 みよし野の 51
36 山あひの 35
37 里までは 36
38 行水の 37
39 明ぼのの 38
40 川音は 39
41 冨士の根に 79
42 不二の根は 40
43 ひとつ山の 80
44 よそにては 81
45 春の夜の 48
46 花染の 74
47 たてぬきに 75
48 玉くしげ 82
49 水鳥の 83

手錢家本
歌順 初句（二句） 尊経閣本

歌順
50 夢さそふ 34
51 名にさける 76
52 松かぜの（かすみのまどを） 77
53 月のきる 78
54 鐘の音を 32
55 いつの世の 33
56 よし心 44
57 はり初る 45
58 百色の 46
59 あづさ弓 47
60 山人の 27
61 降つみて 28
62 行末も 29
63 世の中の 100
64 心こそ 30
65 ことはりを 31
66 へだてつる 21
67 をのづから 22
68 はらはらと 24
69 常磐木と 25
70 吹ほどは 26
71 浦ざとは 15
72 影うつす 16
73 中々に 17
74 老て聞ば 18
75 しるべせよ 19
76 終夜（ひかぬ鳴子の） 20
77 吹あげて 88
78 五月雨の 10
79 藻しほやく 11
80 夏もなを 12
81 泣ぬらす 13
82 山の端に 14
83 武士の 91
84 枝にふる 92
85 しぐれても 97
86 峰にふる イ
87 風わたる 93
88 もろこしを 94
89 面影は 64
90 降る雨は 65
91 更にけり 66
92 深き夜に 67
93 落椎は 68
94 我影は マ
95 布引を（さらしな山の） 95
96 布引を（おりたつ瀧の） ワ
97 おととしも 96
98 夜もすがら（嵐に窓を） 23
99 磯山も 98二

七

手
錢
家
蔵
『
瑠
璃
壺
百
首
』
翻
刻
と
紹
介
（
野
本
瑠
美
）
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手
錢
家
本
の
所
収
歌
は
、
歌
の
配
列
自
体
は
異
な
る
も
の
の
、
尊
経
閣
文
庫
の

所
収
歌
と
九
十
六
首
が
一
致
す
る
（
た
だ
し
、
歌
本
文
に
異
同
は
あ
る
）。
手
錢

家
本
は
、
尊
経
閣
文
庫
本
の
「
わ
す
れ
て
は
た
そ
と
い
ひ
け
り
夜
も
す
が
ら
嵐
の

た
ゝ
く
柴
の
戸
ぼ
そ
を
」（
六
三
）、「
我
に
ま
た
の
こ
る
命
の
つ
な
が
れ
て
こ
ゝ

ろ
の
馬
に
身
を
ぞ
の
せ
た
る
」（
八
九
）、「
太
山
よ
り
木
々
の
梢
を
つ
た
ひ
き
て

一
こ
ゑ
に
な
る
庭
の
枩
か
ぜ
」（
九
〇
）、「
吹
分
て
松
の
木
の
ま
を
も
る
月
の
く

も
る
や
か
ぜ
の
絶
ま
な
る
ら
ん
」（
九
九
）
の
四
首
を
欠
き
、
尊
経
閣
文
庫
本
に

見
ら
れ
な
い
三
首
（
八
六
・
九
四
・
九
六
）
を
収
め
る
。
た
だ
し
、
こ
の
三
首
は

同
系
統
の
他
本
で
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

手
錢
家
本
の
外
題
・
内
題
に
記
さ
れ
た
「
瑠
璃
壺
百
首
」
と
い
う
名
称
は
、
天

神
仮
託
百
首
に
幾
例
か
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ
の
「
瑠
璃
壺
」
と
い
う
名
称
に
つ
い

て
、
渡
辺
麻
里
子
氏
（
注
11
）
が
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
要
点
を
以
下
に
ま

と
め
て
お
く
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
瑠
璃
壺
」
と
は
、
仏
舎
利
な
ど
を
入
れ
る
の

に
用
い
る
壺
や
薬
師
如
来
の
手
の
ひ
ら
に
乗
る
薬
壺
を
表
し
、
こ
の
名
称
に
は
天

神
を
信
仰
し
、
加
護
を
願
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
同
氏
は
、

狩
野
文
庫
本
に
記
さ
れ
た
、
道
真
が
筑
紫
配
流
の
際
に
携
え
た
瑠
璃
壺
に
自
詠
百

首
を
納
め
た
と
い
う
由
来
譚
を
紹
介
し
て
い
る
。
手
錢
家
本
に
は
、
こ
の
よ
う
な

由
来
譚
等
は
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
天
神
信
仰
を
背
景
と
す
る
書
名
で
あ
る
こ
と

が
想
像
さ
れ
よ
う
。

　

手
錢
家
本
の
見
返
し
と
、『
瑠
璃
壺
百
首
』
の
後
（
四
丁
裏
）
に
和
歌
等
の
書
き

入
れ
が
あ
る
が
、
万
葉
集
や
草
庵
集
、
風
雅
集
等
の
和
歌
や
、
狂
歌
、
川
柳
等
で

あ
り
、
内
容
上
の
繫
が
り
は
う
か
が
え
な
い
。
た
だ
し
、
ｉ
は
徳
島
藩
の
儒
学

者
・
佐
野
之
憲
（
一
七
五
一
〜
一
八
一
九
）
の
歌
、
①
は
鯛
屋
貞
柳
（
一
六
五
四

〜
一
七
三
四
）、
②
は
混
沌
軒
国
丸
（
一
七
三
四
〜
一
七
九
〇
）
の
狂
歌
の
た
め
、

合
写
さ
れ
て
い
る
『
楽
訓
』（
初
版
一
七
一
一
年
刊
行
）
と
併
せ
、
書
写
年
代
の

参
考
に
は
な
ろ
う
。

〔
注
〕

（
注
1
） 『
大
鏡
』
は
日
本
古
典
文
学
全
集
、『
菅
家
御
伝
記
』
は
群
書
類
従
（
第
二
輯
・
巻

二
〇
所
収
）
よ
り
引
用
し
た
。

（
注
2
） 

武
井
和
人
「
道
真
仮
託
家
集
・
百
首
研
究
序
説
」（『
中
世
和
歌
の
文
献
学
的
研

究
』
笠
間
書
院
、
一
九
八
九
年
）
に
よ
り
、『
新
古
今
集
』
巻
十
八
・
雑
下
巻
頭

「
菅
贈
太
政
大
臣
」
に
よ
る
十
二
首
の
一
字
題
詠
や
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵

『
集
目
録
』
の
「
菅
家
」
と
い
う
記
載
か
ら
、『
新
古
今
集
』
の
撰
集
資
料
と
な
り

得
た
よ
う
な
家
集
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
家
集
は
道
真
真
詠
と
は

認
め
が
た
い
と
い
う
。
そ
の
後
の
研
究
に
、
有
吉
保
「
撰
者
と
資
料
―
巻
十
八

雑
歌
下
・
道
真
詠
歌
の
場
合
―
」（『
新
古
今
和
歌
集
の
研
究　

続
篇
』
笠
間
書

院
、
一
九
九
六
年
）、
浅
田
徹
「
菅
原
道
真
の
新
古
今
入
集
歌
お
ぼ
え
が
き
」（『
早

稲
田
本
庄
高
等
学
院
国
語
科
論
集
』
創
立
二
十
周
年
記
念
特
別
号
、
二
〇
〇
三

年
三
月
）、
久
保
木
秀
夫
「
道
真
集
」（『
中
古
中
世
散
佚
家
集
研
究
』
青

社
、

二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。

（
注
3
） 

注
2
久
保
木
論
考

（
注
4
） 

注
2
武
井
論
考
な
ど
、
先
行
研
究
で
は
「
道
真
仮
託
家
集
・
百
首
」
や
「
道
真

仮
託
歌
集
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
渡
辺
麻
里
子
「
嵋
山
元
賢
の
天
神

信
仰
―
道
明
寺
天
満
宮
蔵
『
瑠
璃
壺
之
詠
歌
百
首
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
黄
檗
文

華
』
122
、
二
〇
〇
三
年
七
月
）
で
は
、
歌
集
の
性
質
か
ら
「
天
神
仮
託
歌
集
」
と

称
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
す
る
。

（
注
5
） 

貝
原
篤
信
（
益
軒
）
に
よ
る
『
太
宰
府
天
満
宮
故
実
』（
貞
享
二
年
〈
一
六
八
五
〉

刊
）
を
筆
頭
に
、
太
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
編
『
菅
原
道
真
と
太
宰
府
天
満

宮
』
上
・
下
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）
や
真
壁
俊
信
『
天
神
信
仰
史
の
研

究
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
四
年
）、
河
音
能
平
『
天
神
信
仰
の
成
立
―

二
八
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日
本
に
お
け
る
古
代
か
ら
中
世
へ
の
移
行
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）、
武
田

佐
知
子
編
『
太
子
信
仰
と
天
神
信
仰
―
信
仰
と
表
現
の
位
相
』（
思
文
閣
出
版
、

二
〇
一
〇
年
）
ほ
か
多
数
。
小
峯
和
明
編
『
宝
鏡
寺
蔵
『
妙
法
天
神
経
解
釈
』
全

注
釈
と
研
究
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
所
収
の
「
参
考
文
献
一
覧
」
参
照
。

（
注
6
） 

久
保
貴
子
「
山
岸
文
庫
蔵
「
菅
原
道
真
家
集
類
」
に
関
す
る
一
考
察
」（『
実
践
国

文
学
』
40
、 
一
九
九
一
年
九
月
）
に
詳
し
い
。

（
注
7
） 

注
2
武
井
論
考

（
注
8
） 

注
5
小
峯
編
著
書

（
注
9
） 

注
5
所
収
、
安
原
眞
琴
・
渡
辺
麻
里
子
「『
妙
法
天
神
経
』
の
和
歌
」

（
注
10
） 

新
た
な
写
本
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
注
6
の
ほ
か
、
飯
塚
ひ
ろ
み
・
三
浦
喜

子
・
吉
海
直
人
「
道
真
仮
託
歌
集
『
菅
家
御
集
』
の
翻
刻
と
紹
介
」（『
同
志
社
女

子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
』
18
、
二
〇
〇
六
年
六
月
）、
飯
塚
ひ
ろ
み
・
芝
万
智
・

吉
海
直
人
「
道
真
仮
託
歌
集
『
聖
廟
御
詠
』
の
翻
刻
と
紹
介
」（『
同
志
社
女
子
大

学
日
本
語
日
本
文
学
』
20
、
二
〇
〇
八
年
六
月
）、
妹
尾
好
信
「
菅
原
道
真
仮
託

歌
集
『
瑠
璃
壺
之
詠
歌
百
首
』（
架
蔵
・
巻
子
本
）
―
翻
刻
と
解
題
―
」（『
広
島

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
79
、
二
〇
一
九
年
十
二
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
注
11
） 

注
9

三
．
書
誌
と
翻
刻

　

書
誌

　

手
錢
家
所
蔵　

写
本
袋
綴
一
冊

〔
函
架
番
号
〕
六
六
二

〔
表
紙
〕
二
四
・
六
×
一
七
・
二
糎
。
本
文
共
紙
。

〔
外
題
〕
表
紙
左
に
直
書
き
「
瑠
璃
壺
百
首
／
楽
訓
上
中
下
」（
／
は
改
行
を
示

す
）。「
璃
」
は
「
理
」
の
「
里
」
を
消
し
、
右
傍
に
「
离
」
と
書
く
。

〔
内
題
〕
瑠
璃
壺
百
首

〔
丁
数
〕
四
丁

〔
合
集
状
況
〕
貝
原
篤
信
「
楽
訓
」（
中
巻
）
と
合
。「
楽
訓
」
含
め
全
二
十
一
丁
。

〔
備
考
〕
一
面
十
五
行
、
和
歌
一
首
一
行
書
き
。
表
紙
に
蔵
書
印
が
二
種
類
見
え

る
が
、
印
文
不
鮮
明
の
た
め
解
読
で
き
な
い
。
表
紙
見
返
し
と
四
丁
裏
に
和
歌

等
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

凡
例

一
、
翻
刻
の
字
体
は
可
能
な
限
り
原
本
ど
お
り
と
し
た
。
た
だ
し
文
字
の
大
小
・

字
配
り
は
必
ず
し
も
忠
実
で
は
な
い
。

一
、
便
宜
上
、
各
歌
の
冒
頭
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。「
瑠
璃
壺
百
首
」
に
は
算

用
数
字
、
表
紙
見
返
し
の
歌
に
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
四
丁
裏
の
歌
等
に
は

丸
数
字
を
用
い
、
区
別
し
た
。

一
、
改
行
位
置
は
可
能
な
限
り
原
本
の
通
り
に
し
た
。
原
本
の
各
丁
片
面
の
終
わ

り
に
当
た
る
と
こ
ろ
に　

」
を
つ
け
、（　

）
内
に
そ
の
丁
数
お
よ
び
表
・

裏
（
オ
・
ウ
）
を
示
し
た
。

一
、
ミ
セ
ケ
チ
記
号
は
「
ヒ
」
で
示
し
た
。

一
、
朱
筆
に
よ
る
書
入
は
翻
刻
の
後
に
（
朱
）
と
示
し
た
。

一
、
墨
消
ち
は
、
下
の
字
が
判
読
可
能
な
場
合
は
二
重
線
で
示
し
、
判
読
不
能
な

場
合
は
■
で
示
し
た
。
傍
記
や
補
入
、
空
白
箇
所
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限

り
原
本
の
体
裁
を
残
す
よ
う
翻
刻
し
た
。

一
、
割
書
は
〈　

〉
に
入
れ
、
改
行
位
置
を
／
で
示
し
た
。

一
、
傷
み
な
ど
で
判
読
が
困
難
な
箇
所
は
□
で
示
し
た
。

二
九
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翻
刻

瑠
璃
壺
百
首

1　

月
た
に
も
も
ら
ぬ
深
山
の
下
柴
に
い
つ
ふ
る
雪
の
ま
た
残
る
ら
ん

2　

ふ
り
そ
は
ゝ
ふ
か
く
は
な
ら
て
中
〳
〵
に
下
よ
り
き
ゆ
る
春
の
淡
雪

3　

霞
つ
も
月
や
あ
ら
ぬ
と
お
も
ふ
よ
り
我
身
ひ
と
つ
の
泪
な
り
け
り

4　

い
に
し
へ
の
春
の
な
ら
ひ
に
見
し
月
の
な
み
た
の
霞
む
老
は
来
に
け
り

5　

佐
保
姫
の
か
さ
し
の
か
つ
ら
永
き
日
の
う
き
か
け
て
社
花
は
見
え
け
れ

6　

咲
そ
へ
は
そ
れ
と
も
見
え
す
か
つ
ら
き
の
花
の
よ
そ
な
る
峯
の
し
ら
雲

7　

宵
の
間
に
咲
そ
ふ
花
の
雲
見
へ
て
川
上
か
す
む
明
か
た
の
空

8　

ち
る
花
を
薪
の
う
へ
に
吹
か
け
て
嵐
を
も
た
ぬ
山
人
は
な
し

9　

散
ま
ゝ
に
青
葉
は
茂
る
深
山
邊
の
梢
や
う
す
き
花
の
し
ら
雪

10　

朝
ほ
ら
け
沖
漕
く
ふ
ね
は
見
え
も
せ
て
霞
に
う
か
ふ
浦
の
松
原

11　

ひ
た
す
ら
に
嵐
を
う
し
と
岩
橋
や
明
不
間
に
こ
そ
花
は
散
け
れ

12　

花
を
う
し
あ
ら
し
も
つ
ら
し
も
ろ
と
も
に
散
れ
は
そ
誘
ふ
さ
そ
へ
は
そ
散
る

13　

か
た
り
て
や
家
つ
と
に
せ
ん
一
枝
も
折
を
ゆ
る
さ
ぬ
花
は
帰
る
さ

14　

春
も
は
や
す
ゑ
に
な
る
ほ
の
あ
ま
り
な
と
恨
を
そ
そ
へ
花
の
散
ら
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
1
オ
）

15　

吹
よ
■は

る
風
を
う
つ
み
て
木
陰
よ
り
外
に
は
ふ
ら
ぬ
花
の
し
ら
雪

16　

誰
か
た
を
わ
き
て
あ
る
し
と
思
ら
ん
な
か
垣
に
咲
梅
の
は
つ
花

17　

た
か
せ
山
ふ
も
と
は
く
ら
き
曙
の
き
り
の
う
へ
行
秋
の
た
ひ
人

18　

ふ
け
は
こ
く
よ
は
れ
は
う
す
き
梅
か
香
の
あ
ら
し
に
か
は
る
夜
半
の
手
枕

19　

明
わ
た
る
志
賀
の
濱
松
ほ
の
〳
〵
と
さ
ゝ
波
か
け
て
立
霞
か
な

20　

さ
そ
わ
れ
て
此
山
ま
て
は
月
に
き
つ
さ
の
み
は
い
か
ゝ
夜
も
更
に
け
り

21　

す
て
ゝ
こ
し
身
に
と
も
な
は
ゝ
月
に
き
つ
む
か
し
の
秋
を
忘
れ
さ
る
覧

22　

吹
よ
は
る
風
よ
り
は
る
ゝ
む
ら
雨
の
よ
は
定
な
き
物
と
し
ら
す
や

23　

人
の
も
つ
薪
の
う
へ
の
雪
を
見
て
山
の
寒
さ
を
お
も
ひ
社
や
れ

24　

影
ふ
か
き
月
を
山
路
に
踏
分
て
下
は
幾
重
の
木
の
葉
な
る
ら
ん

25　

朝
ほ
ら
け
濱
名
の
橋
は
と
絶
し
て
霞
を
渡
る
春
の
旅
人

26　

か
け
ふ
か
き
夕
日
の
余
波
浪
染
て
紅
た
ゝ
む
八
重
の
汐
風

27　

し
ら
波
の
う
ち
驚
か
す
岩
の
上
に
ね
ひ
ら
て
松
の
幾
世
経
ぬ
ら
ん

28　

と
も
す
れ
は
身
の
う
き
波
の
あ
や
め
草
ひ
か
れ
や
す
き
そ
心
な
り
け
る

29　

旅
衣
木
の
根
の
枕
松
の
風
い
く
夜
な
れ
て
か
夢
は
み
て
ま
し　

　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
1
ウ
）

30　

な
か
ら
ふ
る
身
は
う
き
草
の
根
を
絶
て
鳴
ぬ
間
は
な
し
水
鳥
の
聲

31　

む
ら
さ
き
の
萩
の
戸
明
て
野
を
み
れ
は
花
な
き
村
も
藤
つ
ほ
の
秋

32　

う
き
事
や
心
の
秋
と
な
り
ぬ
ら
ん
花
ち
り
か
へ
る
小
田
の
苗
代

33　

う
き
世
を
は
秋
の
山
風
聞
し
と
て
雲
こ
そ
月
の
隠
れ
家
と
な
れ

34　

松
風
の
聲
を
は
い
か
て
埋
む
へ
き
つ
も
ら
て
そ
ふ
る
月
の
し
ら
雪

35　

み
よ
し
野
ゝ
さ
く
ら
を
う
み
と
み
つ
汐
に
花
の
み
る
め
を
か
つ
く
山
人

36　

山
あ
ひ
の
あ
し
た
の
雲
は
海
に
似
て
波
か
と
聞
は
松
風
の
音

37　

里
ま
て
は
ふ
り
も
く
た
ら
ぬ
は
つ
雪
を
筏
に
の
せ
て
く
た
る
杣
人

38　

行
水
の
中
の
小
島
の
川
柳
浪
や
も
て
き
て
こ
ゝ
に
う
へ
剱

39　

明
ほ
の
ゝ
い
つ
く
さ
か
ひ
と
か
す
む
ら
ん
花
の
あ
な
た
の
峯
の
松
原

40　

川
音
は
雪
き
え
し
よ
り
と
た
へ
し
て
風
の
か
け
た
る
花
の
浮
は
し

41　

冨
士
の
根
に
立
そ
ふ
雲
や
な
ひ
く
覧
さ
の
み
は
い
か
ゝ
煙
な
る
へ
き

42　

不
二
の
根
は
雲
よ
り
上
に
か
け
出
て
ふ
も
と
の
月
に
な
る
沢
の
水

43　

ひ
と
つ
山
の
な
ら
へ
る
は
み
な
麓
に
て
雲
よ
り
う
へ
に
あ
ま
る
不
二
の
根

44　

よ
そ
に
て
は
音
に
聞
へ
し
あ
し
か
ら
の
冨
士
に
な
ら
へ
は
麓
な
り
け
り
」
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45　

春
の
夜
の
月
の
浮
舟
か
け
出
て
風
の
音
す
る
松
の
藤
な
み

46　

花
染
の
霞
の
袖
は
成
に
鳧
雲
の
こ
ろ
も
の
さ
くく

らら

色
に
て

47　

た
て
ぬ
き
に
雲
の
色
糸
引
は
へ
て
霞
の
衣
風
や
お
る
ら
ん

48　

玉
く
し
け
箱
根
の
宮
居
か
く
れ
な
く
明
る
も
寒
し
月
の
湖

49　

水
鳥
の
は
や
き
な
か
れ
に
さ
そ
は
れ
て
絶
ぬ
る
音
の
遠
さ
か
り
行

50　

夢
さ
そ
ふ
軒
は
の
荻
の
風
の
音
た
か
植
置
し
ね
さ
め
成
ら
ん

51　

名
に
さ
け
る
梅
津
の
里
の
い
か
な
れ
や
風
は
吹
と
も
匂
は
さ
ら
な
ん

52　

松
か
せ
の
か
す
み
の
ま
と
を
明
る
夜
に
月
さ
へ
匂
ふ
梅
も
な
つ
か
し

53　

月
の
き
る
霞
の
衣
ほ
こ
ろ
ひ
て
花
の
か
た
へ
そ
雲
な
ひ
く
ら
ん

54　

鐘
の
音
を
ま
た
て
も
夢
の
覚
ぬ
る
は
し
ら
れ
ぬ
老
や
近
つ
き
ぬ
ら
ん

55　

い
つ
の
世
の
い
つ
の
時
に
か
か
た
る
へ
き
命
そ
人
の
は
て
は
し
る
ら
ん

56　

よ
し
心
お
も
ひ
も
出
て
捨
て
こ
し
身
の
か
へ
る
へ
き
昔
な
ら
ね
ば

57　

は
り
初
る
花
の
木
の
間
の
春
風
に
い
て
つ
る
月
や
朧
な
る
ら
ん

58　

百
色
の
木
々
に
ま
き
れ
ぬ
花
咲
て
鳥
の
な
か
め
も
鶯
の
聲

59　

あ
つ
さ
弓
柳
の
い
と
も
花
咲
て
い
る
月
影
そ
か
す
み
う
こ
か
す　

　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
（
2
ウ
）

60　

山
人
の
袖
も
薪
も
埋
れ
て
雪
こ
そ
く
る
れ
谷
の
ほ
そ
道

61　

降
つ
み
て
舟
と
も
見
え
ぬ
松
陰
に
雪
を
そ
つ
な
く
浦
の
蜑
人

62　

行
末
も
い
そ
か
れ
な
か
ら
と
も
す
れ
は
都
に
か
へ
る
我
心
か
な

63　

世
の
中
の
う
き
は
な
ら
ひ
と
い
ふ
人
や
い
と
は
し
と
て
の
心
な
る
ら
ん

64　

心
こ
そ
か
わ
ら
す
と
て
も
せ
め
て
世
に
し
ら
れ
ぬ
程
の
山
里
も
か
な

65　

こ
と
は
り
を
よ
そ
に
な
し
て
は
し
る
人
の
我
身
の
と
か
に
な
と
ま
よ
ふ
ら
ん

66　

へ
た
て
つ
る
竹
を
一
む
ら
降
し
き
て
隣
を
見
す
る
雪
の
あ
け
ほ
の

67　

を
の
つ
か
ら
木
陰
に
つ
も
る
落
葉
社
風
の
と
り
た
る
薪
な
り
け
り

68　

は
ら
〳
〵
と
霰
ふ
る
屋
の
板
ひ
さ
し
苔
む
す
か
た
は
音
も
聞
え
す

69　

常
磐
木
と
何
お
も
ひ
け
ん
是
ほ
と
に
雪
の
花
咲
松
の
枝
さ
し

70　

吹
ほ
と
は
そ
れ
と
聞
へ
し
聲
絶
て
あ
ら
し
を
埋
む
雪
の
ま
つ
風

71　

浦
さ
と
は
波
の
よ
る
〳
〵
汐
汲
て
月
を
に
な
ふ
は
秋
の
海
士
人

72　

影
う
つ
す
波
を
い
そ
へ
に
吹
よ
せ
て
月
も
き
し
う
つ
秋
風
の
音

73　

中
〳
〵
に
ふ
き
し
く
時
は
音
絶
て
よ
は
れ
は
そ
よ
く
荻
の
葉
の
風

74　

老
て
聞
は
い
か
ゝ
う
か
ら
ん
い
に
し
へ
のヒ

を
思
は
ぬ
た
に
も
荻
の
上
風
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
3
オ
）

75　

し
る
へ
せ
よ
軒
端
の
荻
の
風
よ
た
ゝ
散
る
ゝ
秋
と
よ
し
告
す
と
も

76　

終
夜
ひ
か
ぬ
鳴
子
の
聞
ゆ
る
は
月
も
ゆ
る
か
ぬ
風
の
う
き
な
り

77　

吹
あ
け
て
空
に
花
も
つ
嵐
社
雲
の
梢
も
風
つ
た
ふ
な
れ

78　

五
月
雨
の
下
葉
の
森
の
陰
し
け
み
空
に
ま
さ
り
て
降
雫
哉

79　

藻
し
ほ
や
く
泪
の
濱
の
蜑
衣
濡
れ
そ
ふ
袖
や
さ
み
た
れ
の
比

80　

夏
も
な
を
雪
ふ
る
不
二
の
山
陰
に
け
ふ
り
も
末
に
明
や
す
き
月

81　

泣
ぬ
ら
す
袖
に
は
い
か
ゝ
や
と
す
へ
き
曇
り
な
ら
は
ぬ
秋
の
よ
の
月

82　

山
の
端
に
雲
の
衣
のヒ

を
すぬ

（
朱
）き

す
て
ゝ
ひ
と
り
や
月
の
澄
登
ら
ん

83　

武
士
の
や
た
の
に
お
ふ
る
つ
く
〳
〵
し
弓
と
草
と
に
取
あ
わは

せ
た
る

84　

枝
に
ふ
る
雨
は
梢
の
葉
を
分
て
散
ぬ
そ
花
の
命
な
り
け
る

85　

し
く
れ
て
も
中
〳
〵
秋
を
の
こ
す
ら
ん
紅
葉
に
は
似
ぬ
峯
の
松
原

86　

峰
に
ふ
る
雪
は
枯
野
に
遠
か
ら
て
月
の
寒
さ
や
か
せ
の
松
原

87　

風
わ
た
る
夢
の
浮
橋
と
た
へ
し
て
花
の
た
え
間
の
雪
の
ふ
る
か
は

88　

も
ろ
こ
し
を
幾
重
か
雲
の
隔
つ
ら
ん
と
し
の
明
ま
て
出
ぬ
月
か
け

89　

面
影
は
か
す
み
の
袖
に
と
め
か
ね
て
雨
の
匂
ひ
は
風
の
焼
も
の　

」
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90　

降
る
雨
は
雲
よ
り
上
の
な
か
れ
に
て
嵐
に
は
し
る
月
の
浮
舟

91　

更
に
け
り
高
根
を
お
ろ
す
秋
の
風
月
の
姿
そ
雲
の
下
な
る

三
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92　

深
き
夜
に
ま
た
波
を
聞
淡
路
か
た
月
落
て
社
海
と
し
ら
る
れ

93　

落
椎椎

は（
朱
）は

あ
ら
し
を
残
す
車
に
て
秋
の
も
の
見
は
月
の
深
山
路

94　

我
影
は
残
る
い
の
ち
に
つ
な
か
れ
て
心
の
駒
に
身
を
そ
の
せ
た
る

95　

布
引
を
さ
ら
し
な
山
の
白
雨
に
雲
の
衣
は
あ
ら
は
れ
に
け
り

96　

布
引
を
お
り
た
つ
瀧
の
音
な
か
ら
卯
の
花
さ
ら
す
月
の
玉
川

97　

お
と
ゝ
し
も
去
年
も
今
年
も
咲
花
の
そ
の
日
散
き
と
誰
か
し
ら
ま
し

98　

夜
も
す
か
ら
嵐
に
窓
を
た
ゝ
か
れ
て
あ
く
れ
は
庭
の
木
葉
也
け
り

99　

磯
山
も
み
ね
の
松
風
通
ひ
来
て
波
や
ひ
く
覧
う
ら
こ
と
の
音　

　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
4
オ
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〔
見
返
し　

書
入
〕

ａ　

浪
の
よ
る
い
ら
こ
か
崎
を
渡
る
舟
は
や
こ
き
よ
せ
よ
○ー

し
ま
き
は
風
の
名
也

し
ま
き
も
そ
す
る

　
　
〈
又
読
志
广
□
□
／ 

海
邊
の
風
也
〉

ｂ　

ひ
萬
葉

と
へ
の
み
妹
か
む
す
ひ
し
帯
を
す
ら
三
重
に
ゆ
ふ
へ
く
我
身
は
な
り
ぬ　

ｃ　

あ
ぜ
を
こ
す
な
は
し
ろ
水
の
程
見
え
て
道
の
ぬ
か
り
は
か
は
く
間
も
な
し

ｄ　

は
れ
や
ら
ぬ
雪
け
な
か
ら
に
ま
き
も
く
の
ひ
は
ら
く
も
り
て
立
霞
哉　

頓
阿

ｅ　

夜
思
花　

よ
る
は
な
を
我
身
に
ぞ
そ
ふ
暮
る
ま
て
木
す
ゑ
に
見
つ
る
花
の
面

影 
　ヽ

ｆ　

七
夕　

遠
き
い
も
と
手
枕
や
す
く
ね
ぬ
る
夜
は
庭
鳥
な
く
な
あ
け
は
す
く
と

も 

赤
人

ｇ　

春
の
夜
の
ゆ
め
の
う
き
は
し
と
絶
し
て
峯
に
別
る
ゝ
横
雲
の
空　

 

定
家

ｈ　

忍
恋　

よ
そ
な
か
ら
ふ
く
に
つ
け
て
中
〳
〵
に
お
も
ふ
心
を
も
ら
し
か
ね

つ
ゝ 

頓
阿

ｉ　

見
る
文
に
見
ぬ
世
の
人
を
て
ら
し
見
る
月
の
と
ほ
そ
の
さ
し
も
や
ら
れ
す

 

佐
野
之
憲

〔
4
丁
ウ　

書
入
〕

　
　
　
　
　

大
黒
賛                                          

①　

一
に
た
は
ら
似
合
ぬ
俚
哥
賛
に
し
て
大
黒
舞
の
も
ふ
お
か
し
か
な 

貞
柳

　
　
　
　
　

同

②　

見
な
ら
へ
よ
肩
に
は
袋
手
に
は
槌
米
ま
て
踏
て
か
せ
き
給
ふ
を 

国
丸

　
　
　
　
　

人
丸
賛

③　

お
そ
れ
な
か
ら
郭
公
待
つ
神
の
顔 

白
物

④　

年
の
暮
歳
旦
安
ふ
入
れ
ま
せ
ふ
〈
宗
匠
衣
着
て
／
忩
箱
持
て
歩
行
統
を
立

て
〉 

　ヽ

⑤　

六
十
で
躰
毒
出
した

り

け千

さ代

の
春　

六
十
の
年
か
さ
を
病
て 

　ヽ

⑥　

し
萬
葉

ろ
か
ね
の
め
ぬ
き
の
た
ち
を
さ
げ
は
い
て
な
ら
の
都
を
ね
る
は
誰
か
子
そ

⑦　

世
ヽ

の
中
を
う
し
と
や
さ
し
と
お
も
へ
と
も
と
ひ
た
ち
か
ね
つ
鳥
に
し
有
ね
は

⑧　

し
ヽ

ろ
か
ね
も
こ
か
ね
も
玉
も
何
せ
ん
に
ま
さ
れ
る
た
か
ら
子
に
し
か
め
や
も

⑨　

里
の
子
の
椎
ひ
ろ
い
に
と
む
れ
て
さ
そ
ふ
い
な
に
は
あ
ら
す
此
老
ら
く
も

 

長
嘯

⑩　

お
し
め
人
む
へ
も
い
ひ
け
り
時
と
日
の
ま
て
て
ふ
事
を
聞
ば
こ
そ
あ
ら
め

 

　ヽ

⑪　

空
風
雅
集

は
れ
て
梢
色
こ
き
月
の
夜
の
風
に
お
ど
ろ
く
蝉
の
一
聲

⑫　

無
病
之
日
不
レ
知
二
無
病
之
楽

ヲ
一　

病
生

シ
テ

而
后
知

ル
二
無
病
之
楽

ヲ
一

　
　

無
事
之
日
不
レ
知
二
無
事
之
楽

ヲ
一　

事
至
而
后
知

ル
二
無
事
之
楽

ヲ
一
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“Ruritsubo-Hyakushu” in Tezen Family Archives : 
reprint and introduction

NOMOTO Rumi
（Faculty of Law and Literature）

〔 A b s t r a c t 〕

　The purpose of this paper is to reprint and introduce of “Ruritsubo-Hyakushu” owned by 
Tenjin Family Archives. “Ruritsubo-Hyakushu” is one of the poetry anthologies attributed to 
Tenjin （Sugawara no Michizane）.

Keywords: Sugawara no Michizane, Tenjin, the poetry anthologies attributed to Tenjin, 
hyakushu, Tezen Museum
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